
Ⅲ だるまの活動概要
1.活動概要

【1】 発足の経緯

① 「防災塾・だるま」の夜明け前
2005年 6月神奈川大学生涯学習講座
が、神奈川区民大学「地域・防災。まちづ<
り」のテーマで実施されました。この時会

員の池田さんが 7回の内 1回を、横浜市内
の「ネットワークの繋がり」で、講師に指名

されました。防災に関心を持つていたとし

ても、それまでに何の実績もない素人を指

名するとは相当困つた !1 最低限のレベ
ルは確保された講座を作ろうと協力依頼し

たのが、同じ町内の森下さん。日本生産性

本部で社会人教育をしていたプロ、もう一

人も生涯学習に関心の深い中島さんで し

た。何度かの準備会を経て講座資料を作成

することができました。

終了後、地元の伊東さん、柿田さん、森下

さんのほか中島さんなど、受講者数人が発

起人となり、「防災まちづ<り談義を楽しむ
会」を発足させたのが始まりです。

② 素人の集国出発進行

講座終了後、防災について学びたいが「会

場・教材 0指導者」をどうすればよいか迷つ

ていところ、講師の一人であった荏本先生

が声を上げて<れました。そして、神奈川
大学の利用、教材、必要に応じてサポート

するとの発言に皆さん一安心、「スタートし

ましょう」と、区民大学講座終了後 6月よ
り会合が始まりました。

月例会は毎月 1回平日の夜間に 10名前
後、小さな会議室でのスタートでした。教

材は、先生が NHKの ビデオテープを用意
して<れました。それを皆さんと視聴し意
見交換するところから、活動が女台まりまし

た。地i或での防災活動報告、行政の取組み、

被災地のボランティア活動者と自由に意見

交換し、情報を共有しました。荏本先生と

の出会いがだるま出発の原点になったと思

います。

【2]荏本先生の防災理論の実践舞台とし
てだるま発足

荏本先生には、阪神淡路大震災直後の現

場の体験から 10年目、「大学の研究活動を
理論化し、市民活動と共に歩みたい」との

意向があり、我々との合意の上、研究活動

と地域活動の両輪で進めることにしまし

た。

防災塾 。だるまは「市民と共に七転び八

起き」からネーミングしました。会の名称

|ま「防災まちづ<り談義を楽しむ会」とし、
その後「楽しむ会Jでは不適当との意見が
あり、名称を「防災まちづ<り談義の会」
に、略称「談義の会」としました。

活動の基本は「自分の命の大切さ」「助け

含い」「行政と市民のギャップを埋める」と

しました。防災を学習する集まりから、「七

転び八起き」の精神で地域防災力向上に役

立てる団体へと舵を切ることとし、「防災

塾・だるま」(通称「だるま」)と命名しまし
た。

震災現場からの教訓を得るため、現場の

調査、阪神淡路大震災「 1.17のつどい」ヘ
の参加、被災地の応々との交流へと広げ、

その成果を相互に意見交換し合いました。

この活動を通して、市民活動を「楽しみな

がら続ける」、「他人に迷惑を掛けない。」こ

ととし、目的を ①活動を通じて相互の防
災力向上を図る。②防災情報の共有化と

人々の繋がりが基本の人的ネットワーク作

り ③地1或社会の防災まちづくりに貢献す
る、としました。

-

呻□

【3】 活動紹介

① ホームページの開設

様々な活動を紹介するには、基本的には

「誰もがいつでも閲覧できるホームページ

(HP)」 へのタイムリーで正確な情報提供
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が本恋轟璽ぞ事。

2011年 6月、防災塾・だるまの活動を
紹介する専用のホームページを開設し、ノ

ウハウが詰まった成果を一般公開、共有化

を図つています。ホームページ委員会のメ

ンバーは河上さん、佐醸 (忠)さん、自田さ
ん、申島さん、山田 (冨)さんの各氏で、作
成役害J分担を決めて進めました.

2021年 2月 1日までのヒット数累計
は 42748回、2020年度の年間閲覧数
4392回でした。
多くの市民が私達の活動に参DElし易いよ

うな画面作りを目指しています。

② 談義の会等のチラシやカレンダー

談義の会のチラシや力L/ンダーは活動の

宣伝と報告を紹介するための広報の一環と

考えています。講師の方々にお会いしてお

話を伺い、講演(談義の会)の「タイトル・テ
ーマ」「概要J「写真・イラストJなどをお願
いしたり、他にもいろいろな資料を調べて

イメージします。騒 演を聞きたい、お会い

して質問してみたい」と思つてもらえるよ

うに、イラストや写真等を生かして、ノヾラ

ンスや色使いを考え、ちょつとおしゃれで

効果的なチラシになるよう作成 (努力)し
てい意す。カレンダーでは、1年を通して
の会員の活動の紹介をしています。

(13ページで参照<ださい)

③NHKテレビで紹介される !

荏本先生の地盤研究も進み、2017年
4月 9日 21時に放映された NHK…TV
「NHKスペシャル 大地震・あなたの家は

どうなる～見えて

きた馳 盤リスク」

～」への取材協力、

現地案内と地盤構

造の説明が行われ

ました。

④新聞各紙や鎌倉萌等への広報

朝日新聞マリオン等の掲載もありました

が、広報編 鎌書萌」は、鎌倉市を中心に約

1万部が発行され、可能な限り掲載を続け

てもヽます。だる議 10周年認念誌は地域紙
のタウンニュースにも紹介されました。

神奈川新聞記者の渡辺渉氏の防災活動ヘ

の様々なご協力は、感謝に堪えません。行

事の PRから活動の紹介、解説、減災新聞、
防災への啓発記事は貴重なものがありま

す。

⑤神奈川大の協力 :チラシ掲示

だるま行事のチラシは、教授である荏本

先生の承認を得て大学事務局に申請する

と、神奈川大のキャンパスに掲示が可能と

なりました。

⑥ F者える防災Jの発行
会員の片曲さんが防

災への心がけを、磯子市

民活動支援センター連

絡帳の「いそつなJをベ
ースに「防災・減災は家

庭と地域の取組みが決

めて」として 100のテ

鶉

―マにまとめ、現在活動時に配布し好評で

す。

【4】 スムーズな運営、神大キャンパス/Dlら

市民活動の鍵の一つは、「定期的な活動の

運営がスムーズに行える会場確保」が重要

なポイントです。発足B菩より、荏本先生が

神奈川大学内の会場を安定的に提供して下

さいました。

最近の新型コロナウイルス禍で、大学で

の会場利用が困難になりましたが、神奈川

大学には感謝の思いでいつぱいです。

【5】 新型 IB□すウイルス感染症「COVID一

19」 禍による事業の停滞と新体制の対応

・2020年 3月、新型コロすウイルス感染
症の発生と蔓延により、会議室での会議の

開催が困難になり、オンライン (Zoom)会
議に詳しい会員の電出さんの指導で、会議

へのリモート参加の体制を作りました。会

含は、lll一つに 1人のソーシヤルデスタン
スを保つて参力8できる会場としました。

瘍
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2.荏本研究室研究経過の概要
【1】 人と自然と歴史に学ぶ防災論

丁防災塾・だるまの設立と災害の複含化一

資料 :日本地震工学会 2014年講演資
料、横浜商

~l~会
議所 2017年講演資料ほか

① はじめに

★1995年阪神・淡路大震災の教訓
・地域防災力の重要性の認識

・自助・共助・
/AN助の普及

0防災情報の共有化と人的ネットワーク

構築

★首者B圏直下地震を震源とする大地震発生

の切迫性

・ 1923年関東大震災の本造家屋全壊率

マグニチュー

ド  7.9
最大震度 6
死者不明

10万 5千人
避難 190万人
住家消失

44万 7千戸

★地域社会の変質

0無防備・ 無関 lth」l社会 → 困惑社会
(3.11以降)

★地域防災力の向上

・防災まちづ<りを実践できるような防

災情報の共有化

・人的ネットワークの構築

鰈
★地i或防災活動の支援

「防災塾・だるま」の設立 0活動

★「市民と共に七転び八起き」活動の必要

性と重要性

② 震災の教訓と変イじ

★1995年阪神・淡路大震災の教]||
<防災対策の教訓>
・ハードな対策 :耐震性向上
・ソフ トな対策 :地域防災力の向上
<自助・共助・公助の発想>
・基本は自助努力

・ 防災活動のネットワークイヒ

<ボランティア活動の受け入れ>
・ボランテイアの育成
・ 派遣と受け入れ体制の組織イじ

★2011年東日本大震災の教訓
<想定タトの広i或複含対策  超巨大地震
と巨大津波による複含災害の発生>
<自治体・防災機関の被災、自治体間の広
域連携の重要性>
<自主・防災活動の強化、ボランティア活
動の受け入れ>
<原発事故による広域的放射能災害>

★2016年・熊本地震の教訓
<事前防災対策の充実>
・建物の耐震性の向上

<地域防災力の育成強化>
・基本は自助

・共助  0防災訓練と教育の活性化
★ボランティア活動の受け入れ
。ボランティアの育成

・ 派遣と受け入れ体制の組織化

★2018年西日本豪雨、2019年の台風
15号および 19号等最近の風水害と土砂
災害の教訓
0ハザー ドマップの活用 (伝達情報等
による危険予矢□)

・ タイムライン防災による事前防災

対策 (自助共助による正しい行動、要

支援者対応 )

・分散避難への移行 (在宅避難の重要性、

新型コロナウイルス対応、インフラ途

絶対応 )

(荏本先生の地盤研究)     |
神奈川県の地震被害想定結果  |
震度分布 :大正型関東地震    |

鼈 ■
マ
・
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【2】荏本研究室の災害研究の推移主旨    地域防災対策支援研究プロジェクト
ハードロソフト融合型の災害リスクマネジメント     (2013年 -2015年 )
(2005年-2009年 )

●ソフトな防災対策とハードな防災対策を合

わせて防災リスクを評価口認識し、リスクマネ

ジメントを実践できる手法を開発

・定量的に評価するための手法の検討

・地域の自主的な防災活動に関する情報の収

集整理

・情報の共有化および人的ネットワークの構築
ロソフトな防災対策に関しての実証的かつ実践

的な調査研究活動が重要

大学・研究者間連携

(2016年～)

防災口減災中核研究拠点の形成

(2015年-2018年 )

●「かながわ人と智の防災口減災ネットワー

ク」の構築、県内大学・研究者間情報交換

・防災・減災研究に特色ある活動を行ってい

る大学・研究者のネットワーク
ロ拠点となる大学を中心に、研究者間連携の

ネットワークの構築、県東部 r県央・県西部地

域で連携を推進

・各地域内での連携を拡張して、県内の大

学・研究者間連携を推進
口県内各地の自治会・民間企業などと連携し

て活動の推進と課題解決への提言・協働

・これらの取組みの情報発信のシステムを構

築し、防災・減災情報の共有化を図る

まとめ

→「草の根J的な活動が重要

21防災活動を牽引するリーダ…の育成が必要 → 必ずしも「自治会の責任者」でなくても良い

3F防災情報の共有化と相互連携が重要   → F防災訓練・防災教育」は繰返しが必要
4.地域の特徴を把握し、住民で共有する   → オープンな「防災イベントJの開催
ユ_行政機関やボランティア組織との連携が必要 → 地域防災力の向上

●神奈川県に係る防災研究データベース

の活用を起爆剤とした官学民連携による

地域防災活動活性化研究

*官学民へのアンケート調査 (3年間)

・防災研究に関するデータベースの構築
E情報公開 地域防災活動への利活用

●専門知と経験知の融合による大規模災害

に関する防災ヨ減災中核研究拠点の形成

ヨ専門知と経験知の融合による防災・減災シ

ステムの構築と見える化に関する研究
口大規模災害における社会的共通基盤のリス

ク認識に関する研究
Ⅲ知の融合によるコミュニティー/リスクマネジ

メントの構築に関する研究
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